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キックオフセミナーを開催しました
－都市の安全・安心を支える環境浄化技術開発－

この産学公の大型プロジェクトは、独立行政
法人科学技術振興機構（JST）が進める地域結
集型研究開発プログラムの平成18年度課題とし
て採択されたものです。東京都に集積する知的
資産を活用し、環境浄化材料の創生と有害化学
物質の処理技術により、都市型環境産業の創生
を目指します。
◇事業期間：平成18年12月1日から5年間
◇事 業 費：年間2.4億円程度（JST負担分）。
地域もJSTと同等の負担を行う。

このプロジェク
トを紹介するキッ
クオフセミナーを
3月27日に大田区
産業プラザ（PiO）
のコンベンション
ホールで開催し、
150名に及ぶ多く
の皆様のご参加を
いただきました。
なお、本セミナー
は、JST、東京都、
東京都立産業技術
研究センター（産技研）の共催で、（社）日本塗
料工業会、日本塗装機械工業会、（財）大田区産
業振興協会、（財）東京都中小企業振興公社の後
援を得て開催しました。

東京都副知事 関谷保夫氏、JST理事長 沖村憲
樹氏の開会・挨拶から始まり、本事業の企業化
統括である都産技研理事長 井上から研究体制や
各研究テーマのねらい、目標などプログラム全
体の説明が行われました。

当日の講演プログラムを以下に示します。
基調講演「VOCって何？」

東京大学教授　柳沢 幸雄氏
東京都のVOC削減への取組み

東京都環境局参事　柿沼潤一氏
東京都地域結集型研究開発プログラムの概要
東京都立産業技術研究センター理事長　井上 滉
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7大学9研究室、12企業、1組合、2研究機
関が参加する産学公の大型プロジェクトが平
成18年12月から始まりました。このプロジェ
クトを紹介するキックオフセミナーを3月27
日に開催しましたので、ご紹介します。

図1 プログラムの年度計画

図3 東京都副知事　関谷保夫氏のご挨拶

図4 JST理事長　沖村憲樹氏のご挨拶

図5 産技研理事長　井上滉による説明

図2 セミナーの案内
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環境浄化材料の開発
慶應義塾大学教授　仙名 保氏

土壌汚染と都市の安心
東京薬科大学教授　貝瀬利一氏

中小企業向けVOC処理装置の開発
東京都立産業技術研究センター部長　吉田裕道

当日の講演を基にプログラムの背景・課題や
平成19年度計画の概要を紹介します。
本地域結集型研究開発プログラムでは、高性
能な新吸着材と新触媒を開発し、これらの材料
を活用して中小企業向け大風量・低濃度のVOC
処理装置の製品化を実現し、都市の環境を改善
するとともに環境ビジネス産業を東京都に創生
することを目的としています。

①塗装ブースシミュレータによるVOC発生の調査
②VOC捕捉技術の開発
③リサイクルシステム要素技術の開発
④VOC処理実験装置の試作
⑤VOC処理装置評価法の研究
⑥吸着モジュールのリサイクル技術開発
⑦プラズマによるVOC処理効率の向上
⑧VOCフィルターの開発

本プロジェクトの詳細については、TIRIニュース
平成19年1月号ならびに以下のホームページを
合わせてご覧ください。
http://create.iri-tokyo.jp/
また、下記の問い合わせ先でもご質問やご意
見をお待ちしております。

地域結集事業推進部　企画チーム　＜西が丘本部＞

佐々木智憲　TEL 03-3909-2151 内線469

E-mail:Sasaki.Tomonori@iri-tokyo.jp

図6 光化学スモッグ注意報等の年間発令時間の推移
近年、高濃度オキシダント発生時間が増加し都内全域
に拡大しており、VOC対策は喫緊の課題です

図7 塗装工場からの排気ダクト
都内では住宅と工場が混在しておりVOC発生工場に
とって処理装置の低価格化・小型化は必須条件です

表1 業種別VOC処理の課題
都内の主なVOC発生業種の中でも、塗装業における
VOC処理装置の開発は課題が多い

表2 本プログラムの開発目標

平成19年度の主な研究開発テーマ


